
12 月定例会
議員８名が一般質問
　①川村議員　子ども医療費の助成拡充について
　②森賀議員　水田活用及び畑作物直接支払交付
　　　　　　　金について
　③岩原議員　公共施設等総合管理計画について ほか
　④福田議員　合宿誘致事業の今後に向けて
　⑤大泉議員　不用品のリユースについて
　⑥上地議員　水資源の保全について
　⑦後藤議員　大空町の 30 年後を見据えたまちづくり
　　　　　　　について
　⑧鈴木議員　高齢ドライバーの交通安全推進に
　　　　　　　ついて　ほか
先進地視察調査を行いました
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　運動公園で北海道なら
ではの冬イベント「真冬
の大冒険」（教育委員会
主催）が開催されました。
　参加した子どもたちは
バナナボートやスノーフ
ラッグ、スノーシューを
楽しんでいました。

OZORA
GIKAI DAYORI

　



12月定例会12月定例会
令和4年令和4年

12月20日～21日12月20日～21日

　大空町議会 12 月定例会は、令和 4 年度一般会計などの補
正予算、指定管理者の指定や条例改正議案、議会側議案を審
議しました。

　大空町議会 12 月定例会は、令和 4 年度一般会計などの補
正予算、指定管理者の指定や条例改正議案、議会側議案を審
議しました。

北
海
道
大
空
高
等
学
校

　
交
流
拠
点
施
設
条
例
を
制
定

　
　
　
〜 

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始 

〜

一般会計予算に
1億1,022万円を追加補正し、
総額は92億9,192万円に

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

3月定例会は、

3月７日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。
移
住
・
定
住

支
援
室
長

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
高
校
は
義
務
教

育
と
異
な
り
、

生
徒
が
自
分
の
意
思
で
将
来

の
進
路
に
合
わ
せ
て
志
望
校

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
町
立

を
理
由
に
し
て
町
内
の
中
学

生
を
す
べ
て
大
空
高
校
に
入

学
さ
せ
る
と
い
う
考
え
は
、

高
等
学
校
教
育
の
法
律
上
の

本
旨
に
沿
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

財
産
の
無
償
貸
付

　
大
空
町
医
療
計
画
に
基
づ

き
医
療
供
給
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
病
院
周
辺
の
土
地

及
び
医
師
住
宅
を
医
療
法
人

社
団
双
心
会
に
無
償
貸
付
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
北
海
道
大
空
高
等
学
校
交

流
拠
点
施
設
条
例
制
定
な
ど
、

２
条
例
の
制
定
、
４
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

北
海
道
大
空
高
等
学
校
交
流

拠
点
施
設
条
例
制
定

川
村
議
員　

  
Ｑ
　
　
　
施
設
が
で
き
る
こ
と

で
道
外
か
ら
も
生
徒

が
来
る
環
境
が
整
い
、
生
徒

募
集
に
も
期
待
が
持
て
る
と

思
う
が
、
町
立
高
校
と
し
て
、

町
内
の
中
学
生
に
も
た
く
さ

ん
入
学
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
考
え
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
大
空
高
校
は
町

民
皆
様
の
税
金
に
よ
り
運
営

し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

意
向
に
沿
っ
た
高
等
学
校
教

育
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
町
民
の
期
待
に
応

え
、
町
内
の
た
く
さ
ん
の
中

学
生
が
自
分
の
意
思
で
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
学
校

づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
４
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

各
種
施
設
の
光
熱
水
費

鈴
木
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
電
気
料
等
が
高
騰
し

て
い
る
中
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
努
め
な
が
ら
も
、

公
共
施
設
利
用
者
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
協
力
を
求
め
、

光
熱
水
費
を
軽
減
す
る
働
き

か
け
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

総
務

課
長

　
　
　
公
共
施
設
の
節
電
等

に
つ
い
て
は
、
利
用

者
に
も
さ
ら
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
指
定
管
理
者
も

含
め
、
町
と
し
て
の
対
応
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
教
育
交
流
・
外
国
語
指

導
推
進
事
業

鈴
木
議
員
　

Ｑ
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外

国
人
青
年
が
入
国
で

き
な
い
な
ど
苦
労
が
あ
る
と

思
う
が
、
派
遣
委
託
料
が
９

万
８
，
０
０
０
円
増
額
と
な

る
理
由
を
伺
う
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
人
材
会
社
と
契
約
し
、

女
満
別
、
東
藻
琴
地

区
ご
と
に
１
名
の
外
国
語
指

導
助
手
が
勤
務
し
て
い
ま
す

が
、
12
月
末
で
会
社
経
営
を

終
了
す
る
と
通
知
が
あ
り
、

新
た
な
会
社
と
契
約
す
る
に

あ
た
り
、
派
遣
委
託
料
に
不

足
が
生
じ
る
も
の
で
す
。

要
望
意
見
書

　
「
物
価
高
に
お
け
る
農
畜

産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
と

農
業
経
営
の
存
続
に
向
け
た

需
給
改
善
対
策
等
の
強
化
に

関
す
る
要
望
意
見
書
」
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
４
年
８
月
か
ら
11
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
民
間
運
営
に
よ
る

効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
民
間
と
国
家
公
務
員
の
給

与
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．

１
月
分
引
き
上
げ
る
人
事
院

勧
告
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
大
空
町
議
会
議
員

の
報
酬
、
大
空
町
特
別
職
の

給
与
、
大
空
町
職
員
の
給
与
、

大
空
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
係
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
暖
房
用
灯
油

の
価
格
高
騰
を
踏
ま
え
た
高

齢
者
世
帯
等
に
対
す
る
支
援

事
業
、
農
業
肥
料
や
飼
料
の

価
格
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受

け
て
い
る
農
業
者
へ
の
支
援

事
業
な
ど
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し

た
。

補正予算（歳出）の主な内訳
◆冬期生活支援業務委託料� 〔５76万円〕
　・高齢者世帯などに１万円分の商品券を給付
◆電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
　支援給付金� 〔３,５００万円〕
　・住民税非課税世帯などに５万円を給付
◆原油価格・物価高騰対策中小企業者支援金
� 〔1,３００万円〕
　・１中小企業者に５万円を支援

◆肥料・飼料価格高騰対策支援金�〔３,０66万円〕
　・肥料１トンあたり1,2００円、飼料購入１ト

ンあたり９６０円を支援
◆原油価格・物価高騰対策福祉施設等支援金
� 〔８３０万円〕
　・福祉施設や病院等に対し、利用定員に応じ

て支援

建設中の交流拠点施設

管理施設の名称 指定管理者 指定管理（委託）期間

地域福祉センター 大空町社会福祉
協議会

令和５年４月１日から
令和８年３月３1日まで

東藻琴農村環境
改善センター

フジケンビル
サービス株式会社

令和５年４月１日から
令和８年３月３1日まで

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
な
ど
に
９
，
３
６
９
万

円
を
追
加
補
正

　
11
月
29
日
に
開
催
し
た
第
６
回
臨
時
会
で
は
、

条
例
改
正
議
案
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を

審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

11月臨時会

親しまれる議会だよりを目指して親しまれる議会だよりを目指して
～議会広報モニター連絡会議を開催～

　議会だよりに町民の声を反映するため導入している「議会広報モニター連絡会議」を令和４年３月
２３日、１０月２７日に開催し、議会広報活動へのご意見をいただきました。
　主なご意見は次のとおりです。

○毎回表紙も季節に合ったものが載っているし、以
前より読むようになった。

○若い人に読んでもらうためには、ぱっと見て読み
たいって思うデザインが大事だと思う。

○こういう問題意識があるからこの質問をしたとい
うのが書かれていると、読んでいる人達に伝わり
やすく、次回以降にもつながるのではないか。 早田和佳子さん　　佐藤有紗さん　　國府直輝さん
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我が町政を問う

問
　
　
　
現
在
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
は
、
一

定
の
所
得
が
あ
る
世
帯
は
助

成
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
助
成
の
経
過
、

受
診
件
数
や
医
療
費
の
現
状
、

ま
た
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し

た
場
合
の
財
政
に
お
け
る
影

響
な
ど
、
大
空
町
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
は
北
海
道
の
給
付

事
業
で
あ
り
、
所
得
制
限
や

一
部
の
自
己
負
担
を
設
け
た

う
え
で
通
院
は
就
学
前
ま
で
、

入
院
は
小
学
生
ま
で
を
対
象

に
全
額
助
成
し
て
お
り
、
道

内
全
市
町
村
が
共
通
す
る
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
土

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
て
各
市
町
村
が
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
で
は
、
子
ど
も
の

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
中

学
生
ま
で
の
入
院
、
通
院
の

医
療
費
に
つ
い
て
、
所
得
制

限
を
設
け
た
う
え
で
全
額
助

成
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
支
援
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

福
祉

課
長

　
　
　
大
空
町
に
お
け
る
医

療
費
の
助
成
経
過
は
、

平
成
18
年
度
は
就
学
前
ま
で

の
医
療
費
窓
口
負
担
額
を
助

成
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
2０

年
1０
月
か
ら
小
学
生
ま
で
の

入
院
を
全
額
助

成
と
し
、
平
成

25
年
４
月
か
ら

小
学
生
ま
で
の

通
院
を
全
額
助

成
、
平
成
2６
年

８
月
か
ら
中
学

生
ま
で
の
入
院
、

通
院
を
全
額
助

成
し
て
お
り
、

対
象
者
の
範
囲

を
徐
々
に
拡
大

し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
３
年

度
の
受
給
者
数

は
６
６
１
人
、

支
給
件
数
は
延

べ
７
，
４
８
６

件
で
す
。（
支

給
件
数
及
び
医
療
費
の
状
況

は
、
左
表
の
と
お
り
）

　
所
得
制
限
の
撤
廃
を
し
た

場
合
、
対
象
者
は
１
０
０
人

程
度
で
、
医
療
費
助
成
額
は

３
０
０
万
円
程
度
増
額
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
町
の
持

ち
出
し
は
３
０
０
万
円
程
度

増
え
、
１
，
８
０
０
万
円
程

度
と
な
り
ま
す
。

問
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
市
町
村
の
現

状
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
所
得
制
限
を
設

け
ず
に
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
料

化
と
し
て
い
る
市
町
村

は
、
通
院
で
は
1０
市
町

村
で
管
内
全
体
の
約
55

％
、
入
院
で
は
11
市
町

村
で
全
体
の
約
６1
％
と

な
っ
て
お
り
、
所
得
制

限
を
設
け
な
い
市
町
村

が
増
加
し
て
き
て
い
る

状
況
で
す
。

問
　
　
　
大
空
町
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
計
画
に
お
い
て
も
、

具
体
的
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支

援
と
あ
り
、
子
育
て
世
帯
が

い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ

と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
と

考
え
て
い
る
。
所
得
制
限
の

撤
廃
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
も
所
得
制
限
の
撤

廃
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
こ

と
も
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援

策
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
を

町
長
▼
令
和
５
年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

子ども医療費の
助成拡充について

川村 　淳 議員

　先日やっと長女が成人
を迎えました。残り４人…
小・中・高と一番末っ子は
こども園に通っています。
　子育て世代にとって住
み良いまちづくりを一緒
に考えたいです。

一 般 質 問

令
和
５
年
度
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
こ
の
施
策
が
制
度
化

さ
れ
る
と
、
高
所
得

者
向
け
の
移
住
・
定
住
施
策

に
も
結
び
つ
く
と
考
え
る
の

で
、
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
移
住
・
定
住
対
策
、

特
に
若
い
世
代
に
移

住
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

子
育
て
支
援
施
策
が
１
番
重

要
視
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
取
り
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

支給件数及び医療費の状況
項            　目 金　額

歳
出

医療費助成額
就学前 ３,６2９件 7,4３8千円
小学生 2,745件 ６,15０千円
中学生 1,112件 ３,０5０千円

諸経費 1,12６千円
歳出合計（Ａ） 17,7６4千円

歳
入

北海道補助金 2,841千円
医療費返還金 ３千円
歳入合計（Ｂ） 2,844千円

大空町助成額（Ａ－Ｂ） 14,９2０千円

👈　川村議員の一般質問が YouTube で視聴で
きます。（17分 15秒から）

問
　
　
　
水
田
活
用
交
付
金
の

交
付
条
件
の
厳
格
化

に
よ
る
農
家
の
所
得
減
少
や
、

農
地
の
資
産
価
値
低
下
等
の

懸
念
に
つ
い
て
。
ま
た
、
畑

作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
の

交
付
単
価
の
減
額
が
農
業
者

に
不
安
を
与
え
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
３
年
11
月
、
国

は
水
田
活
用
交
付
金

の
見
直
し
方
針
と
し
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
５
年
間
に
１
度
も
水

張
り
が
行
わ
れ
な
い
農
地
は
、

令
和
９
年
度
以
降
は
交
付
対

象
水
田
と
し
な
い
方
針
を
示

し
ま
し
た
。
水
田
を
畑
地
化

し
て
高
収
益
作
物
に
取
り
組

む
場
合
は
、
1０
ア
ー
ル
あ
た

り
17
万
５
，
０
０
０
円
。
畑

作
物
に
対
し
て
は
、
14
万
円

を
支
援
す
る
と
し
、
さ
ら
に

定
着
促
進
と
し
て
５
年
間
継

続
し
て
支
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー

も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
付
金
ル
ー
ル
の
厳
格
化

に
よ
り
起
こ
り
う
る
懸
念
事

項
と
し
て
、
「
復
田
を
行
う

場
合
は
品
質
や
収
量
が
不
十

分
に
な
る
」
「
水
稲
の
作
付

面
積
増
加
に
伴
う
米
価
格
の

下
落
が
起
こ
る
」
「
畑
地
化

を
し
た
場
合
、
６
年
後
か
ら

交
付
金
が
な
く
な
る
の
で
収

支
が
悪
化
す
る
」
「
土
地
の

売
買
価
格
の
下
落
に
よ
る
資

産
減
少
」
「
水
田
用
途
で
な

く
な
る
た
め
水
利
権
の
問
題

が
起
こ
り
、
土
地
改
良
区
の

維
持
管
理
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
る
」
「
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
算
定

や
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
採

択
要
件
等
に
影
響
が
出
る
恐

れ
が
あ
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
踏
ま
え
、
大
空

町
農
業
再
生
協
議
会
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考

え
て
い
る
か
意
向
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
大
空
町

の
持
続
的
な
水
田
農
業
の
将

来
像
を
し
っ
か
り
と
描
く
た

め
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
等
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
現

場
の
課
題
を
検
証
し
、
実
情

を
踏
ま
え
た
対
応
を
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付

金
は
ま
だ
案
の
段
階
で
す
が
、

澱
粉
原
料
用
馬
鈴
薯
及
び
そ

ば
以
外
は
引
き
下
げ
と
さ
れ

て
お
り
、
特
に
て
ん
菜
に
つ

い
て
は
、
交
付
単
価
が
１
ト

ン
あ
た
り
１
，
７
７
０
円
引

き
下
げ
ら
れ
、
５
，
０
７
０

円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内

の
砂
糖
の
消
費
量
が
近
年
減

少
傾
向
の
た
め
、
国
は
て
ん

菜
に
対
し
て
交
付
金
を
支
給

す
る
生
産
枠
を
55
万
ト
ン
ま

で
減
ら
す
案
を
出
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ

つ
の
て
ん
菜
共
同
育
苗
施
設

の
増
設
工
事
を
国
の
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の

増
設
に
よ
り
生
産
者
の
育
苗

に
か
か
る
労
働
時
間
を
削
減

し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。
て
ん
菜
は
、
大

空
町
に
お
い
て
輪
作
体
系
を

構
築
す
る
主
要
な
作
物
で
す
。

簡
単
に
他
の
作
物
に
切
り
替

え
が
で
き
る
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
病
害
虫
の
防
止
対
策

の
た
め
に
も
輪
作
体
系
を
守

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
費
の
高
騰
に

よ
る
負
担
増
に
対
し
て
、
肥

料
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援

事
業
と
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
　
　
　
水
田
活
用
交
付
金
の

今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
意
向
調
査
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
各

農
家
の
判
断
材
料
と
な
る
よ

う
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
作
成

を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

　
　
　
本
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
活

性
化
期
成
会
組
織
の
要
望
事

項
に
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

交
付
金
の
見
直
し
方
針
、
畑

地
化
支
援
内
容
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ

等
と
協
議
を
し
な
が
ら
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
作
成
し
、
生
産

者
の
皆
様
に
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
機
会
が
あ
れ
ば
、
畑

作
物
の
直
接
支
払
交

水
田
活
用
交
付
金
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
判
断
材
料
と
な
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
作
成
を

町
長
▼
Ｊ
Ａ
等
と
協
議
し
な
が
ら
作
成
し
、
生
産
者
に

　
　
　
提
示
し
て
い
き
た
い

水田活用及び畑作物直接
支払交付金について

森賀 祐司 議員

　交付金の減額影響は大
きく、農家みずから判断
するために正確な情報提
供をお願いしたい。

付
金
の
改
定
が
本
町
の
農
業

に
対
し
て
の
影
響
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
を
発
信
し
て
い

た
だ
き
、
個
々
の
農
家
自
身

が
判
断
す
る
た
め
に
正
確
な

情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
本
交
付
金
の
令
和
５

年
度
か
ら
７
年
度
の

交
付
単
価
と
い
う
の
が
こ
れ

か
ら
正
式
に
出
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
生
産
者
の
方
々
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
情
報

で
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
迅
速
に
生
産
者

の
皆
様
に
情
報
を
届
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

👈　森賀議員の一般質問が YouTube で視聴で
きます。（0分 58秒から）
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
大
空
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
は
、

公
共
施
設
等
の
全
体
状
況
を

把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化

な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と

で
財
政
負
担
を
軽
減
し
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施

設
等
の
最
適
な
配
置
を
実
現

す
る
こ
と
が
必
要
と
書
か
れ

て
い
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却

率
は
非
常
に
高
く
、
9３
．
２

％
に
達
し
て
い
る
が
、
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
施
設
の
有
形
固
定
資

産
減
価
償
却
率
は
、

耐
用
年
数
に
対
し
て
減
価
償

却
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
１

０
０
％
に
近
い
ほ
ど
償
却
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
公
民
館
や
会
館
の
ほ
と
ん

ど
が
耐
用
年
数
を
す
で
に
超

過
し
て
い
る
た
め
、
高
い
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
こ
の
計
画
書
の
中
で

は
建
替
え
す
る
場
合

の
積
算
方
法
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
お
金
が
い
く
ら
掛

か
る
の
か
心
配
し
て
い
る
。

そ
の
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
施
設
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
か
ら
財
政
的
な
部
分
で
考

え
た
と
き
、
人
口
減
少
等
か

ら
統
合
す
る
こ
と
で
計
画
さ

れ
て
い
く
か
ど
う
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
行
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
は
、

基
本
的
に
は
そ
の
時
点
に
お

い
て
、
存
続
さ
せ
て
い
く
、

統
廃
合
し
て
い
く
、
廃
止
す

る
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
踏

ま
え
て
計
画
を
立
て
た
も
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
の

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
然
、
再
度
建

設
す
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
、

統
合
で
は
な
く
建
設
し
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
判
断
の
も
と
で
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
か
ら
先
の
将

来
に
お
い
て
人
口
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
、
地
域
が
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
に
よ
っ

て
は
、
統
合
や
廃
止
と
い
う

も
の
は
当
然
念
頭
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
建
築
系
公
共
施
設
の

有
形
固
定
資
産
減
価

償
却
比
率
は
３５
か
ら
５０
％
と

言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
本
町

は
6０
．
２
％
で
、
平
均
よ
り

高
い
。

　
今
後
、
償
却
率
が
高
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

耐
用
年
数
が
定
め
ら
れ
た
順

に
、
維
持
管
理
等
の
修
繕
が

計
画
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
建
築
系
公
共
施
設
は
、

そ
れ
ぞ
れ
施
設
を
所

管
す
る
担
当
課
や
指
定
管
理

者
が
適
切
な
管
理
と
利
用
者

の
利
便
向
上
に
努
め
て
お
り
、

耐
用
年
数
に
応
じ
た
修
繕
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
一
元
管
理
化
を

町
長
▼
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
所
管
課
が

　
　
　
管
理
す
べ
き
と
考
え
る

公共施設等総合管理計画
について 　穏やかな新年を迎えた

卯年の年、飛躍や向上の
年として皆様共々に大空
町を盛り上げていきたい
ものです。

問
　
　
　
施
設
管
理
は
、
所
管

課
職
員
の
人
事
異
動

等
で
隅
々
ま
で
把
握
す
る
の

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
建

物
の
長
寿
命
化
を
図
る
う
え

で
も
所
管
課
を
超
え
た
一
元

管
理
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
利
用
目
的
に
応
じ
て

数
多
く
の
公
共
施
設

を
保
有
し
て
お
り
、
一
元
管

理
と
い
っ
た
手
法
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
て
適
宜
柔
軟
な

対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
業
務
の
関
連
性
を
重
視

し
、
所
管
す
る
部
署
に
お
い

て
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
改
修
に
か
か
る

有
効
な
財
源
の
確
保
に
お
い

て
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
可

能
に
な
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト

の
ほ
う
が
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
建
物
の
更
新
な
ど
に
つ
い

て
も
、
全
庁
的
な
検
討
を
行

う
な
ど
、
他
の
部
署
と
も
連

携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
安
全
で
質
の
高

い
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新築された住吉公民館

問
　
　
　
女
満
別
地
区
で
は
過

去
に
お
い
て
社
会
教

育
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
公
民
館
が
、
現
在

は
住
民
課
所
管
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
経
過
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
建
設
当
初
は
社
会
教

育
法
に
基
づ
く
公
民

館
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
が
、

合
併
前
の
旧
東
藻
琴
村
は
、

地
域
の
各
種
住
民
活
動
や
生

活
改
善
活
動
な
ど
、
地
域
社

会
の
発
展
と
生
活
す
る
た
め

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
町
民
会
館
に
位
置

づ
け
を
変
更
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
女
満
別
地
区
の
公
民
館

も
名
称
は
そ
の
ま
ま
で
、
平

成
22
年
、
町
民
会
館
の
位
置

づ
け
に
改
め
ま
し
た
。

問
　
　
　
女
満
別
研
修
会
館
は
、

集
合
的
役
割
を
果
た

す
中
央
公
民
館
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
認

識
し
て
お
り
、
整
備
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
研
修
会
館
は
、
主
に

文
化
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
ま
た
、
市
街
地

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

町
民
に
と
っ
て
重
要
な
施
設

で
す
。
こ
と
ぶ
き
大
学
の
各

ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
自
治
会
活

動
、
各
種
会
議
、
健
康
診
査

な
ど
、
利
用
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
前
は
１
年
間
で
２
万
５
，

０
０
０
人
前
後
の
利
用
が
あ

り
、
町
民
の
生
涯
学
習
の
支

援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
施
設
で
す
。

　
昭
和
47
年
度
に
建
設
さ
れ
、

約
5０
年
が
経
過
し
、
経
年
劣

化
に
よ
る
老
築
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
個
別
施
設
実
施

計
画
の
中
で
、
２
０
２
６
年

か
ら
２
０
３
５
年
の
第
２
期

地域コミュニティ施設について
女満別地区公民館の位置づけが変更となった経過は
町長▶合併後、旧東藻琴村に合わせ町民会館の位置づけに改めた

岩原 　繁 議員
👈　岩原議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（18分 45秒から）

に
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
が
活
動

で
き
る
機
能
を
盛
り
込
ん
だ

施
設
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

自
治
会
活
動
や
相
談

会
、
ふ
れ
あ
い
等
、
地
域
の

お
年
寄
り
が
寄
り
添
う
場
所

の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
が
、
行
政

機
関
施
設
で
は
休
館
日
や
利

用
時
間
の
制
限
が
あ
り
、
緊

急
な
打
ち
合
わ
せ
に
は
使
用

困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
町
内
各
地
に
空
き

家
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ

の
利
活
用
を
図
る
う
え
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し

て
整
備
し
て
は

と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
を

伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別

の
市
街

地
に
は
町
民
会

館
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
従
前
よ
り
研
修
会
館
、

地
域
振
興
会
館
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
学
校
開
放
事
業

を
実
施
し
て
い
る
女
満
別
小

学
校
な
ど
、
使
用
で
き
る
公

共
施
設
を
活
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
空
き
家
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し
て
整
備
す
る

た
め
に
は
、
空
き
屋
を
取
得

す
る
の
か
借
り
上
げ
る
の
か
、

ま
た
、
地
域
に
貸
し
付
け
る

と
な
れ
ば
維
持
管
理
費
を
ど

う
す
る
の
か
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま

り
、
お
茶
会
な
ど
憩
い
の
場

を
提
供
す
る
と
い
う
趣
旨
は

十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、
今

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

公
共
施
設
の
利
用
を
第
一
に

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市街地のコミュニティ施設としての役割を担う
研修会館

問
　
　
　
運
転
免
許
証
を
返
納

し
、
地
域
の
集
会
や

相
談
ご
と
に
行
け
な
い
お
年

寄
り
が
増
え
て
い
る
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
そ
の
地

域
の
住
民
が
生
活
し
て
い
る

場
所
で
あ
り
、
交
流
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
社
会
を
指
す

も
の
だ
と
考
え
る
。
町
が
整

備
し
な
く
て
も
、
自
治
会
で

施
設
を
持
つ
と
い
う
方
策
も

あ
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
高
齢
に
な
っ
て
、
歩

く
の
が
厳
し
い
と
い

う
声
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
会
に
新
た
な
施
設
を
設

け
る
こ
と
は
厳
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
町
に
あ
る
施
設
を
有

効
に
活
用
い
た
だ
い
た
な
か

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
を
図
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

自治会が所有管理する昭和会館
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我が町政を問う

問
　
　
　
現
在
の
合
宿
誘
致
事

業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ま
ん
延
に
伴
い
、
こ
こ
２
年

ほ
ど
は
実
行
さ
れ
ず
、
感
染

対
策
の
取
り
組
み
が
必
然
で

あ
り
、
実
行
委
員
会
が
是
非

の
判
断
が
で
き
る
状
況
で
は

な
く
、
町
が
適
時
判
断
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
合
宿
誘
致
は
個
人

的
な
つ
な
が
り
頼
り
で
あ
り
、

将
来
的
に
持
続
し
て
い
く
た

め
に
は
対
応
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

　
併
せ
て
、
合
宿
に
必
要
な

施
設
の
充
実
や
遊
休
施
設
の

利
用
方
策
の
検
討
、
さ
ら
に

は
、
宿
泊
施
設
が
限
ら
れ
た

現
状
を
ど
の
よ
う
に
補
っ
て

い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
令
和
２
、
３
年
度
は
、

感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
受
け

入
れ
を
中
止
し
、
今
年
度
は
、

教
育
文
化
合
宿
実
行
委
員
会

に
お
い
て
感
染
症
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
合
宿

実
施
１
週
間
前
か
ら
の
健
康

管
理
や
食
事
等
に
お
い
て
十

分
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど

を
条
件
に
２
団
体
が
実
施
し

ま
し
た
。
種
目
ご
と
に
実
行

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
合
宿

中
の
事
業
計
画
な
ど
を
調
整

し
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
誘
致
す
る
際
は
、
個
人
的

な
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に

進
め
る
こ
と
が
多
く
、
結
果

的
に
そ
の
つ
な
が
り
頼
り
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実

行
委
員
会
と
連
携
を

密
に
し
、
持
続
し
て

誘
致
で
き
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
施
設
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
武
道
館
、
相
撲

場
、
野
球
場
、
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ

り
、
誘
致
の
際
に
は
、

そ
れ
ら
の
施
設
で
合

宿
可
能
な
競
技
に
限
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
施
設

の
老
朽
化
や
施
設
規
模
も
示

し
た
な
か
で
誘
致
す
る
こ
と

に
な
り
、
合
宿
の
相
手
先
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
も

合
宿
誘
致
に
は
欠
か
せ
な
い

要
素
で
あ
り
、
適
宜
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
は
、
ホ
テ
ル
山

水
と
ノ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
ひ
が

し
も
こ
と
し
か
な
く
、
一
般

の
宿
泊
客
と
の
兼
ね
合
い
に

苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー
や
相
撲

場
な
ど
の
公
共
施
設
を
宿
泊

場
所
と
し
て
受
け
入
れ
た
経

過
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
見
直
す
と
と
も
に
宿

泊
場
所
の
確
保
に
努
め
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め

教
育
文
化
合
宿
事
業
を
推
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
合
宿
日
程
の
調
整
や

使
用
す
る
施
設
の
手

配
な
ど
、
苦
労
の
多
い
状
況

だ
と
思
う
が
、
実
行
委
員
会

と
教
育
委
員
会
は
連
携
を
密

に
し
、
合
宿
の
相
手
方
の
思

い
や
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
だ
け

対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技

術
や
プ
レ
ー
が
身
近
で
見
ら

れ
る
こ
と
は
貴
重
で
、
興
味
、

関
心
を
持
つ
こ
と
が
合
宿
誘

致
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

合
宿
事
業
が
将
来
に
わ
た
り

取
り
組
み
へ
の
期
待
と
不
安
が
あ
る

教
育
長
▼
連
携
を
強
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化

　
　
　
　
の
普
及
推
進
に
努
め
、
地
域
活
性
化
を
図
る

合宿誘致事業の今後に向けて
　初めての一般質問を体
験して緊張しました。

一 般 質 問

継
続
で
き
る
よ
う
努
力
願
い

た
い
が
、
将
来
的
な
展
望
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
受
け
入
れ
る
こ
と
が

可
能
な
種
目
で
あ
れ

ば
、
大
空
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
競
技
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
も
各
競
技
団
体
、
愛

好
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

関
係
人
口
の
増
加
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
状
で
は
個
人
の

つ
な
が
り
に
頼
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
継
続
的
に
展

開
す
る
た
め
、
合
宿
担
当
者

を
複
数
体
制
と
す
る
な
ど
、

持
続
し
て
支
援
で
き
る
体
制

を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
合
宿
誘
致
事
業
は
、

人
と
の
つ
な
が
り
で

来
町
さ
れ
、
町
並
み
や
雰
囲

気
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
貴
重

な
事
業
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
も
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長

　
　
　
実
行
委
員
会
、
サ
ー

ク
ル
等
と
連
携
し
、

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文
化
等
の

普
及
推
進
、
健
康
で
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
創
出
し
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
上

げ
る
た
め
、
不
用
品

の
リ
ユ
ー
ス
な
ど
の
対
策
を

検
討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
令
和
２
年
度

実
績
で
は
4０
．
８
％
と
全
国

平
均
の
2０
％
と
比
較
し
て
も

高
く
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
倒
木
や

支
障
木
な
ど
、
伐
採
さ
れ
た

樹
木
は
薪
材
と
し
て
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
状
で
は
、
ソ
フ

ァ
ー
、
椅
子
、
学
習
机
、
タ

ン
ス
な
ど
、
粗
大
ご
み
の
多

く
は
破
砕
し
て
埋
め
立
て
し

て
い
ま
す
が
、
欲
し
い
人
へ

リ
ユ
ー
ス
で
き
れ
ば
埋
立
量

の
減
量
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　
物
が
欲
し
い
人
と
物
が
い

ら
な
い
人
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
企

業
が
あ
り
、
協
定
を
締
結
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
ま
だ
使

え
る
の
に
ご
み
と
し
て
排
出

さ
れ
る
不
用
な
物
の
リ
ユ
ー

ス
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業

と
の
協
定
締
結
に
向
け
て
現

在
事
務
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
　
　
　
協
定
の
締
結
は
、
い

つ
頃
を
予
定
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
来
年
１
月
、
２
月
ぐ

ら
い
の
締
結
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
協
定
締
結
後
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
リ
ユ
ー
ス
す
る
に
あ

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な

い
方
、
運
搬
が
困
難
な
方
な

ど
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
広
報
や
そ
ら
ナ

ビ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

を
活
用
し
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
、

運
搬
に
つ
い
て
は
、
方
法
や

集
積
す
る
場
所
の
確
保
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な

交
換
す
る
機
会
づ
く
り
な
ど

課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
、
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
高

い
先
進
自
治
体
で
は
、

運
搬
困
難
な
方
に
対
し
て
は

職
員
が
訪
問
し
、
顔
を
合
わ

せ
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
リ

サ
イ
ク
ル
品
を
回
収
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
高
齢
で
車
の
な
い
方

に
、
重
た
い
物
を
特

定
の
場
所
ま
で
持
っ
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
仕
組
み

を
含
め
て
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

使
え
る
不
用
品
は
リ
ユ
ー
ス
を

町
長
▼
来
年
か
ら
の
事
業
実
施
に
向
け
検
討
中

不用品のリユースについて
　リユースの考えが実装
されるとリサイクル率が
格段に上がります！ 福田 淳一 議員

👈　福田議員の一般質問が YouTube で視聴で
きます。（0分 52秒から）

大泉 知功 議員
👈　大泉議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（11分 27秒から）

家電のリユース代表格のテレビや冷蔵庫

バスケットボール合宿交流試合

～　捨ててしまうの？　もったいない！　欲しい人がいるかもしれません　～
１月10日、大空町は「ジモティー」を運営する株式会社ジモティーとリユースに関する協定を結びました。
不用品のリユースは、地域情報サイト「ジモティー」をご活用ください。町でも皆さんから回収した不
用品（ごみ）でリユースできそうなものは、このサイトを利用して欲しい人を募集します。

※ジモティーを使って家具・家電をリユースする
には会員登録が必要です。

 〔登録はこちらから〕→
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我が町政を問う 一 般 質 問

問
　
　
　
水
資
源
は
、
森
林
を

初
め
と
す
る
豊
か
な

自
然
環
境
が
持
つ
水
源
涵
養

環
境
に
よ
り
保
た
れ
て
お
り
、

安
全
で
安
心
な
生
活
や
農
林

水
産
業
を
初
め
、
産
業
が
健

全
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
う

え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

　
近
年
、
水
源
周
辺
に
お
い

て
利
用
目
的
が
明
ら
か
で
な

い
大
規
模
な
土
地
取
引
の
問

題
も
全
国
で
発
生
を
し
て
お

り
、
多
く
の
市
町
村
が
懸
念

を
し
て
い
る
。

　
大
空
町
の
水
源
地
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
女
満
別
地
区
の
水
質

改
善
の
た
め
に
東
藻
琴
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
新
規
水
源

調
査
は
、
そ
の
後
、
進
展
は

あ
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別
地
区
で
は
７

カ
所
の
井
戸
、
東
藻

琴
地
区
で
は
２
カ
所
の
湧
水

を
水
源
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

女
満
別
地
区
の
井
戸
は
、
昭

和
地
区
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が

農
地
で
、
東
藻
琴
末
広
地
区

の
湧
水
は
町
有
林
内
、
山
園

地
区
の
湧
水
は
国
有
林
で
取

水
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
水
源
調
査
は
、
平
成

2６
年
か
ら
調
査
を
始
め
、
湧

水
量
や
水
質
な
ど
を
観
測
し
、

本
年
１
月
ま
で
用
地
交
渉
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
合
意

に
至
る
こ
と
が
困
難
と
判
断

し
、
現
在
交
渉
を
中
断
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、

網
走
市
の
水
道
水
源
が
東
藻

琴
地
区
に
あ
り
ま
す
の
で
、

網
走
市
か
ら
水
の
供
給
が
可

能
か
ど
う
か
、
協
議
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
北
海
道
で
は
、
海
外

資
本
等
に
よ
る
森
林

取
得
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
毎

年
公
表
し
て
い
る
。
令
和
３

年
12
月
末
現
在
、
面
積
は
３
，

１
５
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
所
有

者
数
は
２
３
０
者
だ
っ
た
。

　
日
本
の
民
法
第
２
０
７
条

に
は
、
土
地
の
所
有
権
は
法

令
の
制
限
内
に
お
い
て
、
そ

の
土
地
の
上
下
に
及
ぶ
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
な

ど
の
貴
重
な
資
源
が
採
掘
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
水
源
は
、
将
来

世
代
に
わ
た
っ

て
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
非
常
に
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
水
源
地
周
辺
の
土
地

は
、
ほ
と
ん
ど
が
農
用

地
や
森
林
整
備
計
画
の

位
置
づ
け
が
さ
れ
た
森

林
と
な
っ
て
お
り
、
無

秩
序
な
土
地
開
発
が
行

わ
れ
る
危
険
性
は
高
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

土
地
所
有
権
の
移
転
な

ど
事
前
に
把
握
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
、
将
来
的
な
リ
ス

ク
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
北
海

道
の
水
資
源
の
保
全
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
指
定
に
つ
い

て
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

問
　
　
　
水
源
を
利
用
し
て
い

る
網
走
市
と
も
連
携

し
、
北
海
道
と
協
議
を
し
て

保
全
地
域
の
指
定
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
網
走
市
も
山
園
地
区

で
取
水
し
て
い
ま
す

の
で
、
共
に
加
え
ら
れ
な
い

か
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

水
資
源
を
守
る
た
め
に

　
保
全
地
区
を
指
定
す
る
べ
き

町
長
▼
北
海
道
条
例
に
よ
る

　
　
　
指
定
は
慎
重
に
検
討

水資源の保全について
　水資源を守り、次世代
に引き継ぐのは私たちの
使命であり、責務です。

問
　
　
　
新
規
水
源
の
用
地
交

渉
は
、
な
か
な
か
難

し
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
今

後
も
協
議
を
継
続
し
て
い
く

必
要
は
あ
る
が
、
網
走
市
と

も
し
っ
か
り
協
議
を
行
い
、

一
刻
も
早
く
、
女
満
別
地
区

に
も
東
藻
琴
の
良
質
な
水
を

提
供
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
、
水
道
施
設
を

維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
、

網
走
市
と
協
力
し
な
が
ら
実

施
で
き
れ
ば
将
来
的
な
負
担

も
少
な
く
な
り
、
新
規
水
源

よ
り
も
早
く
お
い
し
い
水
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

良質な水を供給する東藻琴第１水源

上地 史隆 議員
👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（26分 12秒から）

問
　
　
　
若
い
世
代
が
働
く
世

代
と
な
っ
て
い
く
今

後
の
３０
年
に
向
け
て
、
大
空

町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
平
成
27
年
に
第
１
期
、

令
和
２
年
に
第
２
期

総
合
戦
略
を
立
て
、
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

　
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
平
成
27
年
国

勢
調
査
結
果
を
基
準
と
し
た

将
来
推
計
人
口
は
、
令
和
22

年
に
５
，
１
３
８
人
、
令
和

３2
年
に
４
，
２
７
９
人
に
な

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
４
月
の
人
口
は
６
，

８
１
４
人
で
、
令
和
２
年
国

勢
調
査
に
よ
る
人
口
６
，
８

２
１
人
と
比
較
す
る
と
７
人

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

第
２
期
総
合
戦
略
で
掲
げ
た

大
空
町
が
目
指
す
令
和
２
年

将
来
人
口
６
，
９
２
５
人
を

既
に
下
回
っ
た
も
の
の
、
令

和
７
年
の
将
来
人
口
は
６
，

４
７
２
人
で
あ
り
、
こ
の
２

年
間
は
減
少
幅
も
少
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
多
少
な
り
と
も
効

果
が
現
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
人
口
減
少
対
策

が
す
べ
て
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
大
空
町
の
基

盤
で
あ
る
農
業
の
振
興
、
福

祉
施
策
の
充
実
、
そ
し
て
教

育
の
充
実
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
柔
軟
に
社
会
情
勢

に
合
わ
せ
な
が
ら
対
応
し
、

大
空
町
総
合
計
画
並
び
に
総

合
戦
略
を
確
実
に
、
そ
し
て

着
実
に
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
人
口
減
少
対
策
を
進

め
る
視
点
と
し
て
、

移
住
・
定
住
の
推
進
及
び
関

係
人
口
の
増
大
に
向
け
て
、

現
在
の
状
況
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
２
年
度
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
な

る
移
住
・
定
住
支
援
室
を
設

置
し
、
各
課
横
断
に
よ
る
相

談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
移
住
者
数
は
現
時

点
で
昨
年
度
を
上
回
る
な
ど
、

見
え
る
成
果
と
し
て
少
し
ず

つ
現
れ
て
い
ま
す
が
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
が
な

か
な
か
確
保
で
き
ず
、
移
住

相
談
者
の
増
加
に
対
し
、
供

給
量
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
は
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
、
空
港
所
在
の
町

と
い
う
優
位
な
立
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
東
を
中
心
に

移
住
や
二
拠
点
の
居
住
先
と

し
て
大
空
町
を
希
望
さ
れ
る

方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
日
中
に
比
べ
夜
間
の

滞
在
人
口
が
少
な
い
通
過
型

の
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る

た
め
、
観
光
振
興
を
図
り
、

交
流
人
口
を
増
大
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
関
心
を
持

つ
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、
移

住
、
そ
し
て
そ
の
先
の
定
住

促
進
の
た
め
に
大
変
重
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
高
校
生
が
「
関

係
人
口
創
出
」
を
テ

ー
マ
に
ア
イ
デ
ィ
ア
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
町
に
対
す
る

政
策
提
言
を
公
開
で
実
施
し

た
が
、
率
直
な
感
想
を
伺
い

た
い
。

町
長

　
　
　
生
徒
た
ち
み
ず
か
ら

町
の
課
題
を
見
つ
け
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
資
料

と
し
て
作
成
し
、
発
表
す
る

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

　
実
現
に
向
け
て
町
長
の
考
え
方
は

町
長
▼
活
力
あ
る
町
で
あ
り
続
け
る
た
め

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
取
り
組
む

大空町の30年後を見据えた
まちづくりについて

後藤 　忍 議員

　アドベンチャートラベ
ル・ワールドサミットが
北海道で開催されます。
　道東地域の観光資源が
注目されると良いです
ね。
詳細は北海道運輸局
のホームページを
ご覧ください →

姿
や
取
り
組
み
に
非
常
に
感

心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
年
の
半
分
以
上
が
町
外

者
と
い
う
こ
と
で
、
大
空
高

校
自
体
が
、
あ
る
意
味
関
係

人
口
を
創
出
し
て
く
れ
て
い

る
場
所
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
関
係
人
口
の
方

々
を
し
っ
か
り
育
て
、
教
育

し
、
社
会
に
向
け
て
羽
ば
た

い
て
い
け
る
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
空

町
の
発
展
、
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
高
校
の
取
り

組
み
は
、
町
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

👈　後藤議員の一般質問が YouTube で視聴で
きます。（46分 47秒から）
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我が町政を問う

問
　
　
　
高
齢
者
運
転
免
許
自

主
返
納
支
援
事
業
は
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
令
和
７
年
ま
で
の
事
業

で
、
中
間
年
を
経
過
し
た
。

　
現
時
点
で
の
評
価
と
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

町
長

　
　
　
本
事
業
は
、
75
歳
以

上
の
方
の
返
納
時
一

回
限
り
の
支
援
で
、
こ
の
方

法
が
良
い
の
か
、
福
祉
施
策

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
等
の
拡

充
に
よ
る
持
続
的
支
援
が
良

い
の
か
、
ま
た
は
、
全
く
違

う
支
援
策
に
す
る
の
か
、
現

段
階
で
は
決
め
切
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
は
、

免
許
自
主
返
納
事
業
は
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
、
車
を

運
転
さ
れ
な
い
高
齢
者
の
方

の
移
動
手
段
確
保
等
と
の
関

連
も
考
慮
し
、
令
和
７
年
の

期
限
ま
で
に
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
課
長

　
　
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

自
主
返
納
の
実
績
は
、

令
和
２
年
度
は
３０
名
（
農
村

部
2０
名
、
市
街
地
1０
名
）、

令
和
３
年
度
は
47
名
（
農
村

部
2９
名
、
市
街
地
18
名
）、

令
和
４
年
度
は
12
月
受
付
分

で
25
名
（
農
村
部
12
名
、
市

街
地
1３
名
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。問

　
　
　
大
空
町
の
地
域
交
通

環
境
で
は
、
自
家
用

車
の
運
転
は
生
活
を
支
え
る

手
段
と
し
て
重
要
な
も
の
で

あ
り
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
み

ず
か
ら
が
、
運
転
技
能
を
自

己
認
識
す
る
運
転
技
能
講
習

会
等
の
学
習
機
会
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
冬
道
安
全
運
転
講
習

会
が
高
齢
者
だ
け
で

は
な
く
、
移
住
者
や
免
許
取

得
間
も
な
い
方
、
運
転
に
不

安
が
あ
る
方
を
対
象
に
オ
ホ

ー
ツ
ク
自
動
車
学
校
の
協
力

を
得
て
例
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
自
動

車
学
校
に
は
、
運
転
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
が
あ
る
の
で
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
運
転
技

能
講
習
会
等
の
開
催
は
可
能

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

主
催
の
大
空
町
交
通
安
全
協

会
と
協
議
し
、
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
報
奨
金
３
万
円

の
額
は
自
主
返
納
を
促
す
も

の
で
、
令
和
３
年
度
は
、
当

初
見
込
み
数
よ
り
申
請
数
が

多
く
、
補
正
予
算
を
組
ん
で

い
る
。
申
請
数
の
把
握
は
難

し
い
が
、
自
主
返
納
を
決
意

し
た
申
請
者
の
意
向
を
尊
重

し
、
予
算
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
自
主
返
納
事
業
は
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
に
繋
が
る
の
で
、
引
き

続
き
、
必
要
な
予
算
は
確
保

し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
の

　
実
績
と
今
後
の
展
望
は

町
長
▼
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
事
業
と
認
識

　
　
　
令
和
７
年
の
期
限
ま
で
に
十
分
検
討
し
た
い

問
　
　
　
太
陽
光
発
電
施
設
が

本
町
に
お
い
て
も
増

加
し
て
い
る
。
施
設
づ
く
り

は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
近

隣
居
住
者
の
生
活
環
境
等
と

の
調
和
に
配
慮
し
て
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

　
環
境
と
調
和
し
た
太
陽
光

発
電
推
進
に
関
す
る
町
民
合

意
の
基
本
的
確
認
事
項
を
規

定
し
た
条
例
等
を
定
め
て
お

く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
に
な
る
と

思
う
が
。

町
長

　
　
　
本
町
に
も
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ

れ
て
い
る
場
所
が
複
数
あ
る

と
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
施

設
等
の
整
備
に
起
因
す
る
景

観
の
阻
害
や
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
、
ま
た
は
住
民
か
ら
そ
う

い
っ
た
声
が
あ
が
っ
た
こ
と

は
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
施
設
整
備
の
あ
り

方
に
関
す
る
条
例
制
定
は
、

検
討
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
、
景
観
を
阻
害
し
て

い
る
等
の
声
が
地
域
か
ら
あ

が
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
景

観
を
保
全
す
る
と
い
う
意
味

の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
出
て
く

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
環
境
省
が
令
和
２
年

に
太
陽
光
発
電
の
環

境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
た
が
、
法
的
拘
束
力
は

な
い
。
現
実
問
題
と
し
て
、

住
宅
街
の
南
側
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
事
例
が
今
後
増
え
る

懸
念
も
あ
る
。

　
町
と
し
て
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。
斜
里
町
、
鶴
居

村
、
宮
城
県
登
米
市
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
太
陽
光
発

電
施
設
等
に
関
す
る
条
例
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
。
先
行

事
例
を
参
考
に
し
て
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
調
整
す
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
関
係
者
や
地
域
住
民
と

も
十
分
協
議
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
を
初
め
と
す

る
事
業
用
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
施
設
に
か
か
る
現
状

に
つ
い
て
確
認
し
、
施
設
付

近
の
住
民
の
声
を
聞
く
な
ど

し
て
、
そ
の
う
え
で
条
例
制

定
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か

を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

ー
ト
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
太
陽
光
発
電
施
設
を

制
限
す
る
と
い
う
も

高齢ドライバーの
交通安全推進について 　これからも住み続けて

いきたいとの想いを大切
にする施策が必要と思
い、質問しました。

一 般 質 問
環境と調和した太陽光発電の推進について

地域の自然や生活環境と調和した施設づくりの推進を
町長▶現状を確認し、地域の皆さんの声を聞き、条例制定の
　　　必要性の有無を内部検討したい

鈴木 秀之 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（29分 37秒から）

の
で
は
な
く
、
環
境
に
配
慮

し
て
推
進
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
生
活
環
境
の
整
備

を
図
る
と
い
う
こ
と
が
第
一

で
あ
り
、
こ
の
町
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う

人
が
増
え
る
施
策
の
一
環
と

し
て
条
例
を
検
討
し
て
は
と

思
う
が
。

町
長

　
　
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
を
充
実
し
て
い
こ

う
と
い
う
時
流
の
中
、
本
町

に
お
い
て
可
能
な
の
は
太
陽

光
発
電
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
調
和
・
融
和
を

し
て
施
設
整
備
が
な
さ
れ
る

の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
、
内
部
で
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市街地の太陽光発電パネル

わかりやすい議会を目指す活動紹介 わかりやすい議会を目指す活動紹介 
　大空町議会では、平成 24 年に議会基本条例を制定し、町民にわかりやすい議会運営を目指しています。　大空町議会では、平成 24 年に議会基本条例を制定し、町民にわかりやすい議会運営を目指しています。
　条例では、町民と議会との関係について、「議会は、情報公開によって透明性を高め、審議等における論　条例では、町民と議会との関係について、「議会は、情報公開によって透明性を高め、審議等における論
点や争点についての説明責任を果たします。」、「開かれた議会を構築するため、本会議、常任委員会を原則点や争点についての説明責任を果たします。」、「開かれた議会を構築するため、本会議、常任委員会を原則
公開とし、審議に用いる議案を支障のない範囲で傍聴者に提供します。」と定めています。公開とし、審議に用いる議案を支障のない範囲で傍聴者に提供します。」と定めています。
　議会は、６月、９月、12 月、３月の年４回定例議会が開会されます。　議会は、６月、９月、12 月、３月の年４回定例議会が開会されます。
　議会が開会されていない期間でも常任委員会は開催されています。議員は、総務厚生常任委員会、産業建　議会が開会されていない期間でも常任委員会は開催されています。議員は、総務厚生常任委員会、産業建
設文教常任委員会のどちらかに所属することになっており、令和４年４月から令和５年１月末までに両常任設文教常任委員会のどちらかに所属することになっており、令和４年４月から令和５年１月末までに両常任
委員会ともに 14 回開催しています。委員会ともに 14 回開催しています。
　総務厚生常任委員会と産業建設文教常任委員会では、町各部局から説明を受ける事項で、所管の委員会委　総務厚生常任委員会と産業建設文教常任委員会では、町各部局から説明を受ける事項で、所管の委員会委
員長がもう一つの委員会と合同で説明を受け慎重に審議すべきものと判断した場合は、委員長に申し入れし員長がもう一つの委員会と合同で説明を受け慎重に審議すべきものと判断した場合は、委員長に申し入れし
て、合同で審議することにしています。令和４年４月以降、合同常任委員会は 10 回開催してて、合同で審議することにしています。令和４年４月以降、合同常任委員会は 10 回開催して
います。います。
　各常任委員会の審議案件名は、大空町議会のホームページからご覧いただけます。　各常任委員会の審議案件名は、大空町議会のホームページからご覧いただけます。

　令和４年度に開催した合同常任委員会の主な審議案件は以下のとおりです。　令和４年度に開催した合同常任委員会の主な審議案件は以下のとおりです。
　５月１２日　・大空町冬期生活支援事業実施状況 ほか４件　５月１２日　・大空町冬期生活支援事業実施状況 ほか４件
　６月１３日　・大空地区河川防災ステーション整備事業について ほか２件　６月１３日　・大空地区河川防災ステーション整備事業について ほか２件
　６月２９日　・令和３年度滞納状況及び滞納取組状況について　６月２９日　・令和３年度滞納状況及び滞納取組状況について
　８月３１日　・大空高等学校交流拠点施設について　８月３１日　・大空高等学校交流拠点施設について
　　　　　　　・斜網地区ごみ処理広域化について ほか１件　　　　　　　・斜網地区ごみ処理広域化について ほか１件
　９月１３日　・役場庁舎等大規模改修工事のスケジュールについて ほか１件　９月１３日　・役場庁舎等大規模改修工事のスケジュールについて ほか１件
１０月２４日　・北海道大空高等学校交流拠点施設条例の制定及び北海道大空高等学校寄宿舎条例の一部改正について １０月２４日　・北海道大空高等学校交流拠点施設条例の制定及び北海道大空高等学校寄宿舎条例の一部改正について 

ほか５件ほか５件
１１月２１日　・大空高等学校農業施設等の活用について ほか２件１１月２１日　・大空高等学校農業施設等の活用について ほか２件
１２月　８日　・役場庁舎等大規模改修工事について１２月　８日　・役場庁舎等大規模改修工事について
１２月２１日　・第２次大空町総合計画実施計画の令和４年度ローリング結果について ほか２件１２月２１日　・第２次大空町総合計画実施計画の令和４年度ローリング結果について ほか２件
　１月２０日　・みらいハイスクール構想について　１月２０日　・みらいハイスクール構想について
　　　　　　　・網走刑務所住吉作業所利活用事業について　　　　　　　・網走刑務所住吉作業所利活用事業について

　議会基本条例では、議員が積極的に地域に出向き、直接町民の方に議会活動状況を報告し、町民の意見を　議会基本条例では、議員が積極的に地域に出向き、直接町民の方に議会活動状況を報告し、町民の意見を
聞く機会を設定することにしています。今後も分かりやすい議会運営に努力していきます。聞く機会を設定することにしています。今後も分かりやすい議会運営に努力していきます。
　次回議会だよりでは、議会報告会の状況をお知らせします。　次回議会だよりでは、議会報告会の状況をお知らせします。※ＱＲコードを読み取りください→※ＱＲコードを読み取りください→
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令和４年10月31日から11月２日

タブレット端末を活用した議会運営、
住民意見交換会など、先進的取組みを視察

委員長　上地　史隆
議会運営委員会行政視察報告

令和４年11月14日から17日

排熱を利用した発電設備を付加した
ごみ焼却処理施設、リサイクル率の向上や
焼却処分を減らすための住民主役の３Ｒ
（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の取組みを視察

委員長　三條 幸夫
総務厚生常任委員会行政視察報告

芽室町議会　～タブレット端末を活用した議会運営、町民意見交換会～
　タブレット端末導入により、すべての会議の議案、資料等をペー
パーレス化し、議員活動で活用を進めていました。また、タブレッ
ト端末を活用したネットミ―ティングの実施、電子採決システムの
導入・運用など資料視覚化の促進、議会中継システム強化を図ると
ともに、ホームページの更新によりネット中継の強化、ＳＮＳ等の
活用も図りながら住民に対する情報発信にも努めていました。
　町民との意見交換の取り組みとして毎年開催している議会報告と
意見交換会は参加者が減少しており、対策として講師を招いた

フォーラムの開催、少人数によるワークショップの導入、ＰＴＡや地域団体、地元の高校と包括連携協定を
結ぶことにより、多様な住民参加の機会づくりに努めていました。

留萌市議会　～タブレット端末を活用した議会運営、市民意見交換会、
議会意見箱～

　議会改革の課題である議会ＩＣＴを推進するため、タブレット端
末の導入により、資料のペーパーレス化、サイドブックス（クラウド）
による情報の保存と共有、ホームページやＳＮＳ等の活用も図りな
がら地域住民に対して、議会の情報発信に努めていました。
　市民との意見交換会を毎年開催していますが参加者が減少してお
り、対策として市内の各団体、中学生、高校生も対象に含め、多様
な住民参加の機会づくりに努めていました。
　意見を幅広く収集するために市内各所に意見箱を設置していますが、執行部に対する要望や苦情が多数で、
議会や議員に対する意見が増加しない限り、継続については検討が必要とのことでした。

稚内市議会　～タブレット端末を活用した議会運営、市民意見交換
会及びＳＮＳを中心としたゼロ予算での議会広報～
　情報伝達や共有を迅速に行うためにタブレット端末、ペーパー
レス会議システムを導入していました。これらのシステム導入に
より、議案などの審議資料の印刷代、郵送代、人件費の削減はも
とより、最新の情報を常に携帯することにより、議員のネットワー
ク向上、活性化に取り組んでいました。
　予算をかけずに市民へ情報発信するため、ＳＮＳ（フェイスブッ
ク）を中心に既存の各コンテンツを連携し、広報機能の強化を図っ

ていました。審議内容など議会活動の記事を毎日投稿しており、既存の議会広報やホームページ、映像発信
等と連携し、市民への議会情報への接点を増加させ身近に感じられるよう努め、ＳＮＳのアクセス統計解析
機能で市民ニーズを常に調査し、その後の住民への情報発信強化の取り組みに努めていました。

兵庫県丹波市　～焼却施設でバイナリー発電～
　丹波クリーンセンターの焼却処理施設は、ストーカ方式炉２炉
を備え、処理量46ｔ／日未満の小規模焼却施設では国内初となる
バイナリー温水発電装置を導入した施設です。
　発電装置は、余熱を利用して年間約154,000kwh発電し、施設
内照明の一部電源として使用されています。残念ながら視察時は、
落雷で故障修理中でした。
　焼却処理は、24時間連続稼働で投入したごみの自力燃焼で焼却
処理する省エネルギー対応であり、補助燃料として灯油を着火時

に使用されています。焼却灰量は投入量の10％で、最終処分場へ搬出処理されています。
　丹波市では、「循環型まちづくり計画」を作成し、市民とともに廃棄物の適正処理、減量化、資源化への
意識啓発に努めるとともにリサイクル、リユース事業を推進するためクリーンセンターに環境教育施設機能
を付加し、不用品を活用したステンドグラスづくりなどリサイクル製品の作成指導と作品展示が行われてい
ました。

徳島県上勝町　～日本初のゼロ・ウェイスト宣言～
　1998年までは、ごみを野焼き焼却処理しており、廃棄物処理法改
正に伴い小型焼却炉を導入したが、2001年ダイオキシン検出を機に
焼却施設を閉鎖。以降、住民主役の３Ｒに取り組み、2003年に日本
初のごみを「ゼロ」にすることを目標に廃棄物を減らす「ゼロ・ウェ
イスト宣言」をし、現在では、ごみを資源として活用するため45分
類に分別し、ごみリサイクル率81.1％を達成しています。
　ごみ収集車はなく、町内１カ所だけのゴミステーション「ゼロ・ウェ
イストセンター (ＷＨＹ)」に町民が持ち込む方式がとられています。
　施設は、2020年５月に開業した資源ごみ分別場の「ゴミステーション」、「くるくるショップ」、「ゼロ ・ウェ
イストアクションホテル」、「セミナールーム」などからなる環境型複合施設です。施設の外壁は、新材を使
うよりも町民の家で活用をしていた思い出のあるものを使いたいと呼びかけて集めた不用となった建具が使
われていました。
　名称のＷＨＹ（ホワイ）と建物屋根のクエスチョンマーク形状は、「なぜそれを買うのか・なぜそれを捨て
るのか・消費とゴミについて深く考えてみてほしい」という思いが込められています。
　人口は、1500人と小規模ですが、不用品を再活用するリメイクショップ「くるくる工房」や資源分別、
マイバッグ持参、量り売り商品購入等でポイント付与する「ちりつもポイントキャンペーン」等、住民主体、
住民参加型のごみ処理活動が進められており、本町においても参考となる事例を視察できました。

「行政視察調査を終えての所感」
　人口規模の大小に関わらず共通するものがたくさんあり、どちらの施設もごみ処理に掛ける経費の削減にはリサイクル
を挙げており、本町でもゴミを作らない、出さない等の工夫が必要であることを確認することができました。今回の視察
調査で得たことを活かし、大空町のゴミ処理の課題解決に取り組んでいきます。

「行政視察調査を終えての所感」
　人口規模の違いはありますが、本町でも今後タブレット端末を導入し、資料のデータ化によるペーパーレス化や情報の
保存と共有を進めたいと考えています。また、ホームページやＳＮＳ等の活用も図りながら、地域住民に対して、議会の
情報発信にも取り組んでいきます。

先進地視察調査を行いました

※ストーカ方式：炉内部の階段状の火格子が前後に動き、ごみと空気が効率的に接触し安定的に燃焼させる方式。
※バイナリー発電：水より沸点の低い作動媒体（代替フロン、水とアンモニアの混合液等）を熱交換器によって加熱、蒸発

させ、この媒体の蒸気でタービンを回し発電する。加熱流体、作動媒体と二つあることからバイナリー式と呼ばれる。

※ゼロ・ウェイスト：ごみをゼロにすることを目標に廃棄物を減らす環境社会政策。住民主役の取り組みで３Ｒを徹底する。
※３Ｒ：Reduce リデュース（ごみの発生を抑制）・Reuse　リユース（くりかえし使用）・Recycle　リサイクル（使える

部分を取りだし再利用）
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　私が大空町に移住したきっかけは結婚です。私の地元
は東京ですが、大学を機に網走に移住し、北海道の自
然や美味しい食べ物に魅力を感じて永住を決め、そこで
出会った人が今の旦那さんです。
　大空町に約１年住んでみて、私が思う大空町のいいと
ころは、空港があるところ、自然豊かなところです。地
元に帰省したい時にすぐ行ける距離に空港があるのはと
ても便利でありがたく思います。また、鹿やリス、白鳥、
丹頂鶴といった野生動物を間近で見ることができたり、

栗やこくわ、山葡萄といった食用可の植物が自生してい
たりと、東京にはない自然の豊かさがとても魅力的です。
　それに反して、大空町の悪いところは、公共交通機関
と商業施設が少ないことです。高齢化社会において公共
交通機関の充実は、暮らしにおける利便性の向上や事
故を未然に防ぐことにつながります。また、商業施設の
増加は利便性向上だけではなく町の経済循環にもつな
がりますので、検討していただければ幸いです。

斎　藤　紗　江 さん
（女満別豊里）

なつかしの校舎

　大東小学校は、明治43年「女満別教育所所属東女満別特別
教授場」として諏訪農場の空き家を改造した仮校舎で開校しま
した。新校舎は、翌明治44年12月に落成。入植者の一人であ
る水野喜和治氏が先生となり12人の児童が地域の人々が手づ
くりした机と椅子に着き授業が始まったと「郷土史大東」に記
録されています。現在の道道福住女満別線巴沢入口付近でした。
　大正５年、児童数は50名を超え、大正６年に東女満別尋常
小学校となり、大正９年に現在の大東公民館のある地点に校舎
を移転新築しました。
　昭和11年、町内の字名改正に伴い大東尋常小学校に校名を
変更し、昭和16年に大東国民学校、昭和22年に大東小学校と
なっています。昭和35年には創立50周年記念式典が挙行され
ました。
　昭和39年に女満別小学校と統合になりました。卒業児童数
は、441名でした。

女満別　大東小学校女満別　大東小学校

第二の故郷

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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　　 営業品目 　　
電気工事設計施工
防災設備設計施工
照明器具販売
電気器具販売

山田電気

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。


	大空町議会だより_67号A0
	大空町議会だより_67号A1
	大空町議会だより_67号A2

